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コンシューマリズムの行方と
マーケティング
宇　野　政　雄
　コンシューマリズムという言葉が2，3年前から新聞などに出て来ています
が，この言葉は日本では消費者主義運動と言われています。私は後で申します
様な理由でこのコソシューマリズム運動というのは，消費者主義運動というよ
りは，生活者主義運動という様に考えたいと思います。日本で消費老運動とい
うものが戦後はクローズアップしてきたわけですが，この消費者運動というの
は横文字ではコソシューマムーブメソトでございます。コソシューマリズムと
いうのとコソシューマムーブメントというのがもし同じであれば，コソシュー
マリズムのムーブメソトとコソシューマリズムは同じ言葉が使われていいわけ
です。そういう意味でコンシューマリズムという考え方と消費者運動とは今日
区別した方がよいと思うのです。では言うところの「生活者」というのはどうい
う意味で私が使っているかと申しますと，私達はこの世に生まれて来た以上活
きていきたいとするものです。そういう意味で全てが生活者だと思うのです。生
まれた以上死んでしまいたいと思う人はいないのです。生まれた以上より良く，
生きていきたいとするもの，それが生活者だと思います。その生活老たらんが
ために，私達は必要に応じて商晶やサービスを購買し，それを消費する，つまり
購買者とか，消費者という立場は生活者として発展していこうとするための手
段として考えられるものです。たとえば我々は購買をし，消費するために，生
活をしているわけではない。生活者という立場の方が根幹の問題です。消費者
運動というものに対して，生活者運動と私が申したコソシューマリズムの運動
が出てきたということは，従来の消費者運動よりは真剣な問題がそこに投げか
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げられてきたからだと思います。もう一つ言いたい事は，生活者という立場は
今申し上げた様な枝葉の問題ではない，根幹の問題であり本質の問題であると
いうことですが，それに対し消費者とか購買者というのは枝葉の問題であって，
手段の問題であるから軽視してよいということを申し上げようとしているので
はたいということです。現実は割合にこれを重視する傾向は少なかったのです
が，その理由としてつぎのようなことがあげられると思います。消費者運動の
代表的な例を日本でもアメリカでも，同じことですからかりに自動車を例にと
って説明してみましょう。70～80万円の車が5種類か7種類あるとして，その
中でどれを選んだ方が割安なのだろうか・叉は買徳かということのために品
質の比較テストをして，それを世に発表しているのは消費者運動の一つであり
ます。アメリカでそういうことで40年前からあるのがコソシューマユニオ＝■，つ
まり消費者同盟というのがあります。日本で戦後同じ様なものをやっているの
に日本消費老協会という所があります。また「暮らしの手帖」などが同じ様
なことをやっています。実際には自動車より値段のはらない小きいもので研究
をして，消費老が上手な買い方ができる様にアドバイ’スをしているものが多い
ようです。ところが，今申し上げた様なことは大金持ちから見ますと，実はあま
り関心を持たないものなのです。幾らか割安になるかということは・それ程
大きた問題ではありません。叉，非常に貧困な人達から見ましてもあまり関心
が持てないのです。幾らか割安になるかということ，たとえぼ1，2万円安
くなるかどうかよりは，同じことならばその1，2万円を今稼ぎたいのです。
そこで消費著運動というのは，夫金持ちの人々とか非常に貧困な人々から申し
ますとあまり関心を持てないのです。ですから中産階級層のイソテリの問題に
なっています。それはアメリカでも目本でも同じです，消費者運動のリーダー
の身元を調べてみますと，それは大体中産階層のインテリの方々です。たとえ
ば日本のテレビや新聞などで出てきております消費老運動のリーダーの方達は，
年輩から見ますと40後半から50代，60代の御婦人が多いわけでありますが調べ
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てみますと昔，例えばユ00人が小学校を卒業するとしてそのうち，10名前後が
高等女学校に入り，そこを卒業したわげですから非常に選ばれたエリートとし
て考えられたわけであります。叉その中で1人か2人専門学校以上を卒業した
人がいるわげであります。その1人か2人が現在の運動の指導者になってい
ると思います。エリート中のエリートだと思います。現在の大学卒業というの
は，その意味で数から言えばユリートではないわけであります。音はまさにエ
リートで，特に女性の人々にはそういう事が強く言えるわけです。新聞杜や放
送局の相当の地位の奥さんだとか某カメラメーカーの重役の奥さんであるとか，
いずれにしてもかなり大金持ちでもないしそうかと言って貧困でもない方がリ
ーダーと言えるわけです。消費者運動というものに対しては一部の中産階層の
人達が関心を持つものだといったわけであります。ところでこのような人たち
の消費老運動に関連してアメリカで問題が起こった。この車に乗っていると命
を落とすかもしれない，それは購買者の問題ではなく生活老の立場をおびやか
す問題であります。皆さん十分御存知のことと思いますが弁護士のネーダーと
いう人が，アメリカで一番犬きな会杜である，ゼネラルモータースのコルベアと
いう車に欠陥がある，ということを指摘致しまして，弁護士ですから裁判所に訴
えたわげです。これに対して会社の方は，そんなバカなことはないといった反
論をいたしましたが，裁判で負けたのです。そしてゼネラル毛一タースの会長
がネーダー氏に頭を下げなければならないということにたった。こういうこと
がコソシューマリズムの発端だと言っていいわけです。利潤追求のためには，犬
きな企業も，人の命にかかわることを平気でやるのだという印象を与えてしま
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ったわけです。このことはいろいろの問題を投げかけてまいりました。先程申し
上げた様に購買者とか消費者ということは，中産階級の関心事だったかもしれ
ませんげれども命を落とすかもしれないということは，中産階層も豊かな人も
貧乏な人々も人間である以上生き物ですから生存をおびやかされるということ
は重大関心事であります。この様なことを図解してみますと次の様になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　833
34
生　活者
（生きもの）
、／
亟①企業活動
1④
1．生存欲求
2．所有欲求
3．差別欲求
4．創造欲求
　　　　　　　生活者
　　　　　　　（人問らしい）
①消費者運動
②コンシュマリズム運動
③企業の「消費者」対策
④企業のマーケティング戦喀
生きものとしての生活者の立場をおびやかす現象が出て来た，そのことは我々
の枝葉の間題ではなく，根幹の問題である。そして手段の問題ではなくて目的
にもかかわる主体の問題になってきた。このような考え方から企業活動の批判
というものがつよく打ち出されてきたのです。ここで書きました①の印は，消
費者が企業活動の批判をする消費者運動です。それに。対して②は生き物の立
場をおびやかすことへの批判でありますからより強烈になります。より幅広
くなるわけです。この様な考え方が最初に申し上げたコンシューマリズムの発
端だと言うのです。この様なことはアメリカから日本へもすぐ伝達されまし
た。ヨーロッパにもソ違にも伝達されました。調べてみると日本でも同じ様な
ことがあるではないか，大き杜自動車メーカーの製品にもまずいものがあるで
ばないかということがわかってきたわけです。それに関連して欠陥章の間題だ
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げではなくてチクロ入り食品や残留農薬牛乳を欽まされて我々は安心して生き
ていかれるのか，工場排水の下手で飲んでいて病気にならないのか，大気汚染
でどうだろうかということが人問の生存を問題にするコンシューマリズムの考
えではないかというわけであります。そういう一連の動きがアメリカでは勿論
日本にも同じ様な現象が出てきてそういう形の企業批判がうまれてきたわけで
す。それが生き物の立場からもう一度消費者の方へとフィードバックしたので
すが，その場合，より根幹の問題である生活者の立場から間題を考えるという思
考方式がうまれたから，それが起爆剤となって，消費老の立場からの企業批判を
つよく盛り上げることになったのです。つまりコンシューマリズムというフィ
ルターを通すことによって，いままでそれほど燃え上がらなかった消費老運動
を大きく力強いものにしたということです。つまりその第1番に取り上げたの
が昨年の暮から今年はじめにかけての，カラーテレビの不買運動であります。
値段というのが不明瞭だ，もっと安くなる筈だ，これは命の問題ではないわげ
ですからコソシューマリズムの運動ではないわげです。ですがこれは明らかに
経済批判であります。生活著の立場ではなくて経済人の立場として，もっと安
くなるはずだ，と前の教訓から大きな会杜をたたくと効果があるということで，
日本でもトヅプメーカーの松下電器をたたけぱ間題は非常に有効であるという
考え方が出てきたわげです。4，5年前であったなら7団体とか8団体とかと
いうものが，あれだげ大きくは結束して強くあたらなかったと思うのです。私
がさっき申し上げた，より本質の問題にふれることを刺激されておりますので，
企業不信感をつよくいだくことになった。そこで，既述のように，その不信感
が起爆力になって消費者数団体がぶつかってゆくという様な現象が最近の消費
者運動というものを燃え上がらせている一つの理由ではないかということなの
です。次に第2弾として，資生堂という化粧品業界でのトップメーカーをたた
いて再販制撤廃を求める運動をおこした。再販価格制度を守っているためにも
っと値段が安くなる筈なのに安くならない，だから再販割を撤廃させればもっ
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と価格を引き下げることが可能だという。こういう様な考え方でトップメーカ
ーの資生堂製品の不買運動を展開しているわけです。それから叉，最近になり
ますとドルショックによりまして輸出が伸びないというのはわかりますが輸入
品がずっと割安で入って来る筈だからそういうものを使って出来上がって来る
製品はもっと安くなってよいはずだ，ところが使われる材料は安くなっても流
通機構が日本では複雑だからそこが適当に吸収してしまって消費者の所へ来る
までには値は下がらない，という仮説をたてて中間のものに対してきびい・批
判を展開してきております。これも消費者の企業批判運動ですから，消費者運
動と申し上げてよろしいと思うのです。こういう消費者ないし私の使った意味
の生活者の立場から企業への痛烈な批判が出て来るのに対して答えようとする
企業の姿勢が問題にたってきたわけで，これが図で言えぼ③の問題です。つま
り企業の消費者対策ということです。各杜がこの半年位の間に消費著部とかコ
ソシューマビューローとかいろいろの名前を使っておりますが，消費者の苦情
に対処しようとして一つの組織を作ってきた理由であります。以上のようにコ
ンシューマリズムの運動というのはより根源の間題に触れる運動だということ
です。消費老運動というのは枝葉の問題であったわけですが，それに対しコン
シューマリズムというのはより根源の問題，つまり生きて行くという我々の最
大課題に対する問題の提起があるわけですから，これを企業が妨害して行くこ
とに対して排除する。こういう点から起こってきておりますので，強い運動に
たって行くとお考え］頁いてよいと思うのです。その意味から言えば，これから
は企業のマーケティング活動は消費者の立場を考えていくよりも，生活老の立
場に対してどの様な対応策を示し得るかということの方カミ，より重視されなけ
ればならないと申し上げたいのです。従来のマーケティングは消費者に喜ばれ
るものを提供し乍ら，企業としての発展を考え，犬きな利益を得ていく，つま
り売員両者に共にブラスになる物を狙うという考え方が，基本にあったわけで
す。しかし，これからのマーヶティ：■グは生活者の立場を守っていくという考
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え方を大前提に持たなげれぱならないという考え方が，ここで一つ出てきたわ
けです。その事例を申しますと，牛乳の値段を安くしろという動きが・購買者
の立場から出て来た，これはあきらかに消費老運動の一つの現われです。とこ
ろで牛乳の値段の中でかなり大きな割り合いを占めているのが，物流費です。
これは家庭ヘビソを持って行き，叉空ピソを返してもらうというtWo－Wayの
配達方式です。これに対しプラスチックの容器を開発して0ne・Wayの使い捨
てにすると物流費は安くなる。消費者，購買者の立場を考えれば使い捨ての容
器にすると，安くなって喜ぼれるからよろしいわげですが，厚生省が待ったを
かけたわけです。何故なら，安くなるのは確かに結構だが，使い捨てた容器は
自然が消化できないわげですから，いまにプラスチックゴミの山の上でわれわ
れは生存をせねばならなくなる。御存知の様に自然というものは人間が廃棄し
たものをうまく消化してくれたわげです。たとえば野菜を食べれぼ血となり肉
となりあとは排泄致します。そしてその排泄したものは，バクテリァがうまく
加わって野菜が育つのに必要な食べものにしてあげるわけです。叉それによっ
て育ちましたものを我々が食べているわけですが，こういう形で生き物が相互
依存の関係にあります。その研究が，エコロジー（生態学）の研究ですがそのエ
コロジーの立場から見ると，野菜は育つ時に酸素を出す，我々はそれを飲んで
炭酸ガスを出す，それを野菜はのむということで，そこにも又相互依存の関係
がある。そういうお互いの結びつきというものが，プラスチックの容器の場合
に考えられない。つまり廃棄した物を自然が消化できないわげですから，プラ
スチックの容器の山ができあがってしまう。その上で我々は生きていかねばな
らない。そのようにして地球は生きる立場を脅かす物でうまってく乱これは
生活者の立場を脅かすものだから許さないと言い出したわけです。つまりその
容器の後始末の見通しがたったら許すということです。ヤクルトは2・3年前
からプラスチックの0ne・Wayの使い捨てでやっていたわけで・ここでコソシ
ュ＿マリズムというものが出てきてから，行政面でも大きな転換が出たという
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ことがおわかりだと思います。
　従来の消費者運動からの思想よりも，もっと根源のコンシューマリズムの思
想からこのように行政指導面にも転換が出てきたということです。こういう点
からここで改めてお考え頂く必要がつぎのような面にもでてきているというこ
とです。たとえぱこのところ日本の輸出の急増にアメリカが対抗策をとってい
る。その理由の一つは日本の品物が入ることによってアメリカの企業がたおれ
るからなんとかしてもらいたいという政府に対する要望がある。しかしそれだ
げではない。日本は生活者の立場を脅かす，たれ流し公害というものを平気で
やっている。ところがアメリカは厳しい法規によって規正されている。相当の
手当てをして経費をかけさせられている。そのために値段がかかるが日本はた
れ流しをするから安く売れる，これでは競争にならない。競争力を同じにする
ために関税をかけよという考えが意外に根強いわけです。コソシューマリズム
の立場から見てまずいから押えることによって日本にもそういうことをやらせ
ようとする考えがそこにあるわけです。これからの企業は購買老の利益だけで
なく生活者の利益を考えていくものでなげればならない。というのはそのよう
な意味から申し上げているのです。先程申し上げた様に生きものとしての立場
を確保したいと考えているわけですが，それはたんにanimal（動物）として生き
て行げればよいというだげではないのです。よりよく生きていきたいわけです。
その究極は単に動物的な生き方ができればよいわけではなくhuman　ani㎜al
つまり人間らしい生活者でありたいという事が願いです。こういう事にマーケ
ティソグがどういう奉仕のし方ができるだろうか，これが，これからの犬きな
課題だと言えましょう。図で言えば③の間題はあくまでも企業側の今までのや
り方に対して反省を要すべき問題があったと言う事ですが，それに対してこれ
から求められるものは図で言えば④の問題です。つまり反省というよりも・消
費者に喜ぱれながら前むきに進んでいく道を見出す事がこれからのマーケテ
ィソグの犬きな課題だということです。その意味から，ここで私達は生き物の
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立場から人閻らしい生活者への発展という事について4つの欲求というものを
もとめて階段を登っていると申しあげたいわげです。第1に生存欲求がありま
す。私達はこの世に生まれた以上皆，生存欲求を持っています。たとえば・戦
争の頃，南方の島へ行った兵隊が，内地から来るはずの船がアメリカのため
に沈められて来ない，そこで自給自足せざるを得ないためにかえるとかへびを
食べて生きていくというぎりぎりの線をやった経験の持ち主が先輩にはあるわ
けです。これはまさに生存欲求を満たすという動物的な生き方です。ところ
が，戦後考えてみると，そういう線から徐々によくなりました。そうすると我
々は今が今生きていればよいという事だけではなく，よりよく生きていきたい，
安心して生きていきたい，そうすると米びつは何日分かいつも保有できる体勢
になっていれば明日の事を心配しなくてもすむわけです。こういう点から考え
ますと，次のステップとしては所有欲求というのが出て来るわげです。これは
経済欲求であります。ただのanima1からeconomic　anima1への発展という
ものがそこに出てきます。このような形で所有欲求の満足を追求する・そして
もう少し豊かになりますと人間には，仲問よりもよけい持っているといった形
で3番目のステップとしては差別欲求を持つ傾向があります。ところが，もっ
と豊かになりますと，経済的に豊かであるという事を表わすもので差をつげる
だけではなくて，プラスアルファで差をつけるという傾向が出て来ます。たと
えば茅ヶ崎にスリーハソドレッドというゴルフクラブがありますが，これは
300万円払わたいと入れないという事だそうです。しかしそれだげではその会
員になれないそうです。たとえば，なくなりました獅子文六さんのr犬番」と
いう小説の主人公の牛ちゃんは入れてくれないそうです。金は持っていても品
がないから入れないという事です。つまり杜会的なエリートでないと入れない
，プラスァルファがそこで要求されているわけです。ところが，ますます豊か
になって来ますと，プラスアルファのしめる割合が経済的要素のしめる割合よ
りも大きくなっていくわけです。人によればこれを「物ばなれする」とか「経
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済ばなれする」とよく言います。ここに時代の一つの大きな転換がみられると
思うのです。つまり経済一点張りではなくなってくるわけです。eCono㎜iC
ani皿alの立場で，所有欲求とか差別欲求という事でしていたものが，その次
の第4段階であるhuman　anima1への発展をここで求めてくる。経済的なも
の以外のものがここで求められるという事です。このような点で見ますと，次
のような考え方があるのではないかという事です。先日，週刊誌の表繍こ小川
知子というかわいい女の子が出ていたのをおぼえております。同じ年頃の私の
娘が，これかわいいわねと私に言ったわけですが，これは彼女の首にまいてい
るスカーフがいいと言っているわけです。よく見ますと，そこにランバソと染
めぬいてありました。クリスチャン・ディオールとかラソバソというのはフラ
ソスの有名なデザイナー名です。そのいいわねというのは，いいスカーフを買
ってくれという意志表示であったわけです。ところがこの場合おそらく，小川
知子という歌手は私の娘達に対して，私はこんな良いものをしてますという事
で，差別欲求を満足しているという事になるんだろうと思います。これに対し
て，せめて私もこの位一つほしいわという思想を一品豪華主義と言います。こ
れはせめて一品だけでも豪華になりたいという事です。この思想は日本では4
～5年前までは支配的な思想です。ところが最近はだんだん少なくなってきて
います。どういう事が言われてくるかと言いますと，たとえぱ同じスカーフで
も　そのようなネーム入りのものを買う必要はない。自分が主体的な立場に立
って値段のはらない，しかもすてきなデザインのものを求めてみ乱アクセサ
リー，洋服たども同じで，全体がtotaユ1ookとして自分なりの美しさをそこ
に見出していこうとする感覚が非常に強く出て来ています。そういう組合せを
うまく持つことによってすばらしいスタイルを持っていく，つまり個性美追求
ですが，これは創造欲求だと思うのです。この点から見ますと，次のような価
値転換が出て来ているのではないでしょうか，つまり経済的なものを基盤とし
た差別欲求というものは，よい物を見せびらかすという縦の関係から横の関係
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で区別する方向にうつってきたという事です。だんだん豊かになってくると，
一般庶民から言いますと，上下という差別の関係から，前述のように他との
間に区別をする，これは個性化欲求という事です。その個性化欲求には創造欲
求がみなぎっていると言えると思います。自分が主体的な立場で選んだもの
で，非常にすてきなものを身にまとうというしゃれた方向というものが考え
られるわげです。この考え方は，人間らしい生活をより経済的に解決してい
くという方向が出ていると思うのです。創造的な組み合せによって安いものの
中からすてきなデザインを楽しむ，これはまさに消費者と人間らしい生活者を
結んでいるものであり，これに答える④の矢印，これがこれからのマーケテ
ィソグの一つの方向ではたいかと思うのです。人問らしい生活をより経済的に
解決していこうとする，それにどう奉仕するかという事です，それを実現でき
たものが急成長するのではないかという事です。たとえばその一つのあらわれ
は，ブティックという店の最近の成長に表われています。ブティックとはフラ
ンス語でお店という意味ですが，イギリス，アメリカ，目本などで使われて
いる場合は，強いて言うならぼ個性店と言ってもよいと思います。つまり個
性美を追求する人達が集まって来るのによい店で，そういうお客に奉仕するの
が我々の店だという感じですから，そこに売っているものは高いものではなく，
tota1lookが完壁なものが得られる，そういう事に対して助力してもらえる
お店だというわげです。だから特徴的な事は，その店員は画一的でなく個性的
なものを身につげている，つまり売り子自身の身につげているものがお客がほ
しいというケースが多いのです。だから彼女も売る時お客に三尺さがってとい
うのでなくほこらかに仕事ができるというような方向が出て来ているわげで
す。これは時代の流れから見て，個性化欲求に応じようとする一つのあらわれ
であり，それをお店としてどう解決していこうかという所に来ているのではな
いかと思います。今申しあげた点を見ますと，4番目の創造欲求を個性化欲求
への一つの表われとして申しあげたわげですが，もっとほかの例で言えぼ同じ
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事が言えるわげです。たとえば，東京の郊外を見ると，勤めている人が土曜，
日曜に，20坪の土地を借りて家族で農園をやる人がいます。そして野菜や花を
作って楽しんでいます。野菜が高く買えないからという経済的な考え方から
出ているというよりは，作る事それ自身が楽しみなわげです。まさに創造欲
求の満足です。終戦直後，自分の家の庭を使って野菜づくりをしたおぽえが
我々にはあるわげですが，この場合は明らかに生存欲求の満足からやったと
思うのです。しかし今の野菜作りはそういう事ではかならずしもないのです。
作った事を喜びとして近所に分げてあげたりして喜んでいる。これは創造欲求
だと思います。そうすると，それに結びついた農器具がデパートなどで売れて
いくということにもなる。叉同じ様なことで，最近の若者はテレビで音楽会の
録画を聞いているが，それだけではなく，実際に生のを聞いてみたい，とより
積極的になっております。もう一歩前進すると，自分で演奏してみたい，ギタ
ーをひいてみたい，ということでギター教室なども伸びております。作詞，作
曲をやりたいなどというのも，みな全て先に申し上げました創造欲求の満足の
現われだと思うのです。こういう点から言って，これからは生き物の立場から
人間らしい生活老へ進んで行く四つのプロセスをお考え頂けるかと思うのです。
そこで，70年代の企業から見た顧客というのは，あくまでも神経質なまでに，
生き物として安全性を追求するものであることが一つ，それから消費者という
立場から経済性の追求を増々求めていくのではないか，その一連としてカラー
テレビの不買運動から始まり，先程申し上げました再販制撤廃運動，輸入した材
料を使った製品の価格をもっと引き下げろ，ということになります。灯油がも
っと値上がりする様ならば反対する，というのも皆経済性の追求ということだ
と思うのです。第三にデザイソのすぐれた物を求める，という風に経済性の追
求，安全性の追求，独創性の追求というものが顧客としてだして来るのではな
いか，と思うのです。問題はコソシューマリズムという考え方が今までの消費
者運動に変化を与えてきた。従来の消費者運動というのはどのカメラメーカー
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の製品が良いか，という様に出来上がったものをみてどちらが良いかを消費者
に代って選択するという様な物だったのですが，それがコソシューマリズムと
いうものによって命にかかわるものを摘発するという考え方がでてきた。その
ことから，もう一度消費者運動というものに戻って参りますと，企業不信といい
ますか，どうしてこの値段で売らなければならないのかという表面に出てきて
いるもののもっと奥にまでさかのぼり疑間をもつという考え方が基本に流れて
いると思うのです。だから結果がどうなのかではなくて，どうしてこうなのか・
どうしてこうしてくれないのカ㍉どうしてこうするのかという要求となってこ
れからの動きというのは出てくる。それを一早くキャッチして対処していくの
が，これからの企業のマーケティソグ活動ではないかというのが私の考えると
ころです。今の問題に関連してもう一つ加えたいのは，消費者運動に似て非なる
ものに消費組合運動というのがあります。コンシューマムーブメントに対しま
して，これは，コンシュマーコオペラティブ・ムーブメソトです。学生生協もその
一つの表われです。コンシューマコーポ運動というのは小売商という営利目的
で運営している仕事を消費着でやってしまおうというものであります。営利目
的の企業の否定です。コソシューマムーブメソトというのはAB　Cの企業の中
でどれが良いかということで，Aが良ければB，Cの企業は否定しますが企業そ
のものを否定しているわけではない，つまり営利目的の企業を否定しているわ
けではありません。しかし消費考組合運動の方は明らかに営利否定であります。
小売りの場合ですと，なるべく安く仕入れたいというのは生協も小売商も皆同
じです。ところが一般小売商はこれをなるべく高く売って，差額を自分のポケ
ットマネー｝こしたい。ただそれを安く売る方向にむかわせるのは競争原理なわ
げです。ところが消費組合では，仕入れを安くしたいのは小売商と同じですが，
売る場合が小売りの方とちがいます。手数料は取りますが営利は目的としな
いわけです。市価で売った場合には手数料との差し引き額は後で返すというの
が原則です。最近では初めからそれを引いて売るというのが風潮であります。つ
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仏まりそれだけ安く売るということです。今の様に考えますと営利を目的とした
企業の中からどれを選ぶかというのが，アメリカで発生した消費者運動であり，
イギリスで発生しました消費組合運動というのは，営利を否定するわけです。
今申し上げたのは小売りの場合ですが生協が大きくなればメーカーと直接結び
ついて卸商も兼ねてしまう場合も考えられますし，さらにメーカーも兼ねてし
まう，つまり自分で工場を持つということですが，そういうことも考えられる
わげです。つまり消費者，購買者が自分の利益を守ろうとする場合，2つの道
筋がある，ということを今申し上げているわげです。一つは既存の営利目的と
する企業の中から選ぶという考え，それに対してもう一つは，消費者自身がそ
ういう営利目的とする企業の活動をやってしまって，その方が安くつく場合に
は実施する，これは原理的に安くつくというのではなくて，やり方によって安く
つく場合に杜会的に認められるということです。が，企業不信というものがコ
ソシューマリズムから起こり，それが消費者運動を燃え上がらせ，と同時に，消
費組合運動も燃え上がらせる，というのが現実の姿だと思うのです。要は・消
費者運動と生協運動が考えられるわけですがそれに加えてコソシューマリズム
の運動というものが広い意味では日本では消費者運動と言われていると思いま
す。広義では以上の三つのものが考えられるわけですが，狭い意味では品質テス
ト機関などを中心とする運動が本来の消費者運動です。それからコーポ運動と
いう形の消費組合運動もあれぼコンシューマリズムという形の生活者運動もあ
るというわけで，最後に申し上げたいのはそれらの運動は互いにこれからはミ
ックス化されていく時代にあるのではないかということです。テスト機関を中
心とする所がコーポ運動もやるかもしれない。生活老を守る運動を発端とした
ものが消費組合運動なり消費者運動というものをも展開していくといった具合
です。最近の傾向をみてみますとネーダー氏の最初に敢り上げたものは明らか
に生活者の立場を守る運動だったということを申し上げたわげです。日本の場
合ではたとえぼ日本消費者協会というものが敢り上げているのは主に品質規格
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テストを中心にしておりますが，コソシューマリズムの方向へと発展をして行
くことも考えられて来るわけです。コンシュープリズムの行方とマーケティソ
グという事でお話しておりますが，従来枝葉の問題，手段の問題であった消費
者運動というものから，より根源の問題であり本質の問題である生活者の立場
を守る運動へと移向させたものがコソシューマリズムであった。そのことが従
来の消費者運動を強く後押しをする形になって来た。一都の企業では台風と同
じで時期が来れば終ってしまうからカメの子のように首をすくめて待っていれ
ば何とかなるから消費老対策の組織を作ったりしないで時間かせぎをしようと
いう企業が非常に多いわけですが，私はこれではいけないと思うのです。
　われわれは，単に動物的な生活ができるだげで満足をするわけではなくて，
より人問的な生活老への発展として，生存欲求から，所有欲求，差別欲求，創
造欲求への発展という形で欲求の変化を求めているわげですからそれらに応じ
たマーケティングの戦略がこれから展開されなげればいけないと思います。そ
れは帰するところ生活老主義のマーケティソグということになると言えましょ
う。従来は消費者の立場を考えたマーケティソグということであったわけです
が・もっと深く広い生活老の立場にたったマーケティソグというものが考えら
れねぱならないというのが，私の申し上げたいことです。
（講演後聴講者との問にこの問題で質疑応答が活発になされたが，その内容は
省略する）
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